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 美化活動に取り組んでいます。シンボ

ルツリーであるデイゴの下を除草し，

フリージアを植え付けました。きれい

な花が咲くのが楽しみです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古
高
会
会
長 

古
仁
屋
高
千
穂
神
社
宮
司 

曻 

清
隆 

 

在
校
生
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
ま
た
校
長
先
生
を
は
じ
め
諸
先
生
方
、
二
月
に
入
り
、
い
よ
い
よ
三
学
期

も
半
ば
と
な
り
ま
し
た
。
一
・
二
年
生
は
学
年
末
の
締
め
く
く
り
、
三
年
生
は
高
校
生
活
最
後
の
締
め
く
く
り

で
す
ね
。
ど
う
で
す
か
、
進
学
に
就
職
に
う
ま
く
行
き
そ
う
で
す
か
。 

 

と
こ
ろ
で
、
幸
い
な
こ
と
に
地
域
み
ら
い
留
学
生
も
全
学
年
に
在
籍
し
、
後
は
新
入
生
を
待
つ
ば
か
り
と
な

り
ま
し
た
。
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
古
仁
屋
高
校
の
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
後
は
皆
さ
ん
の

や
る
気
だ
け
で
す
。 

 

瀬
戸
内
町
に
お
き
ま
し
て
も
古
仁
屋
高
校
活
性
化
対
策
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
新
規
事
業
と
し
て
、
こ
の
四

月
新
年
度
よ
り
古
仁
屋
高
校
を
卒
業
し
大
学
進
学
さ
れ
る
方
に
給
付
型
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
る
予
定
で
す
。
詳

し
く
は
役
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
九
十
周
年
記
念
事
業
も
取
り
や
め
に
な
り
、
古
高
会
長
と
し
ま
し
て
も
非
常

に
残
念
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
全
国
の
古
高
会
の
方
々
よ
り
貴
重
な
御
寄
付
を
頂
き
、
そ
の
お
陰
で
、
皆
さ
ん

は
あ
の
暑
い
夏
場
、
ク
ー
ラ
ー
が
入
り
涼
し
い
気
分
で
勉
学
が
出
来
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
事
で
す
。
感

謝
し
ま
し
ょ
う
。 

 

終
わ
り
に
臨
み
、
古
仁
屋
高
等
学
校
の
益
々
の
御
隆
盛
と
、
古
高
会
会
員
ご
一
同
様
の
益
々
の
御
健
勝
を
お

祈
り
す
る
と
共
に
漢
詩
を
お
届
け
し
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

荒
城
月
夜
の
曲 

 

水
野 
豊
洲 

 
 

 
 

栄
枯 

盛
衰
は 

一
城
の 

夢 

 
 

 
     

相
思 

恩
讐 

悉
く 

塵
煙
と
な
る 

 
 

 
 

  

星
移
り 

物
換
わ
る
は 

刹
那
の
事 

 
 

 
 

  

歳
月
は 

怱
怱
に 

逝
い
て
還
ら
ず 

 
 

 
 

 
 

 
 

史
編 

読
み
続
く 

興
亡
の
跡 

 
 

 
 

 
 

 
 

弔
涙 

幾
回
か 

几
前
に
濯
ぐ 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
夜 

荒
城 

月
夜
の
曲 

 
 

 
 

 
 

   

哀
愁
は
切
々
と 

当
年
を
憶
ふ 

古

高

だ

よ

り

に

寄

せ

て 

２学期クラスマッチ 

令和３年度  

伝統芸能文化の保存と継承活動の 

推進標語 

第66回 

ビジネス文書実務検定試験 
実用英語技能検定 

最優秀特別賞 最優秀賞 

第１級 

２級 

男子サッカー 
１位 ３－２ 

 
女子バドミントン 
１位 ２－２ 


